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明治維新という政治的激変のなかで展開された、貿易と経済、日本と国際社会との関係をめぐる巨大 

な変動をグローバルな視点から描き出す。 

〈著者紹介〉鵜飼政志（うがい まさし）：1966 年生まれ、歴史学研究者 

 

～版元から～ 幕末・明治初年の日本は、欧米諸国との条約調印によって西洋の条約体制に組み込まれたといわれます。

しかし実際には、欧米人の要求する「自由貿易」の論理と条約体制の履行を、日本人は自らに都合よく理解し恣意的に 

履行したというのがその実像でした。本書は、幕末維新期の日本をとりまく経済環境と貿易の実態、さらに外国人居留 

地や留学生など国際交流の在り方も含めて、近代日本黎明期の貿易・経済・国際環境について分かりやすく描きます。 
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